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資料７

健康・医療戦略における
医療の国際展開及び医療ICTに係る主な取組



・・・ 2１． 医療の国際展開（アウトバウンド・インバウンド）

・・・ 8２． 次世代医療ＩＣＴ
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健康・医療戦略に係る医療の国際展開及び医療ICTにおける主な取組



１．平成27年度における取組

 関係府省・機関の連携の下、日本の医療技術・サービスを海外へ展開するいわゆるアウトバウンドと、日本の
医療機関に外国からの渡航受診者を受け入れるインバウンドを車の両輪として推進した。

２．主要な成果

 医療技術・サービスの拠点化などを推進し、これまでに10か所以上の医療拠点等を構築。

 「医療渡航支援企業の認証及び渡航受診者受入医療機関の外国への情報発信に関する考え方」を策定し、MEJ
が認証組織として外国人患者受入等を一気通貫でサポートする医療渡航支援企業の認証を開始。

 「栄養改善事業の国際展開検討チーム」を設置し、官民連携により栄養改善事業の国際展開を推進するための
取組について検討実施。

３．今後の取組方針

 引き続き、医薬品、医療機器等及び医療・介護技術並びに医療・介護サービス等の展開、栄養改善事業の国際
展開等を推進。

 介護に関しては「医療国際展開タスクフォース」の下に「アジア健康構想ワーキンググループ」を設置し、ア
ジア健康構想に向けた基本方針をとりまとめる。

 意欲と能力のある国内医療機関を「日本国際病院（仮称）」として日本での医療技術・サービスの内容の発信
等に取組み、医療機関における外国人患者受入体制の充実等を図っていく。

 情報通信技術や人工知能技術が医療分野、例えば医療機器・システム等に応用され、ロボット化・知能化され
た医療の実現に資する医療機器やシステムの開発及び国内・国外市場への浸透のための方策等を総合的に検討
することを目的に、「未来インテリジェント医療分科会（仮称）」を設置し、予算に限らず国として支援すべ
き研究開発を推進する。 2

（２）健康・医療に関する新産業創出及び国際展開の促進等に関する施策
３）健康・医療に関する国際展開の促進

１． 医療の国際展開（アウトバウンド・インバウンド）

健康・医療戦略における医療の国際展開及び医療ICTに係る主な取組



北斗画像診断センター
（ロシア）、平成25年5
月開設、医療法人北斗

SAKRA WORLD HOSPITAL
（インド）、平成26年3月開

設、セコム医療、豊田通
商

カイコウカイクリニック
スナヤン（インドネシア）、
平成26年7月開設、医
療法人偕行会

日本・ベトナム消化器内
視鏡トレーニングセン
ター（ベトナム）、平成26
年7月開設、名古屋大、
富士フイルム

透析センター・CTセンター
（ミャンマー）、平成26年8
月・平成27年9月開設、グ
リーンホスピタルサプライ

内視鏡トレーニングセン
ター（インドネシア）、平成
26年9月開設、日本消化器
内視鏡学会、オリンパス

日本式大腸がん検診
システムトレーニング
センター（ブラジル）、
平成27年1月開設、東

京医科歯科大、富士
フイルム

大雄会レオクリ
ニック（ミャンマー）、
平成27年2月開設、
大雄会

乳がん検診センター（ミャン
マー）、平成27年2月開設、

メディヴァ、富士フイルム、
亀田総合病院、岡山大

普華相澤リハビリテー
ションセンター（中国）、
平成27年3月開設、慈
泉会（相澤病院）

循環器病画像診断セン
ター（ロシア）、平成27年
9月開設、MEJ、東芝メ
ディカルシステムズ

国際先進消化器内
視鏡センター（フィリ
ピン）、平成27年10
月開設、消化器健
康医療機構（神戸
大学）

乳がん検診センター（カ
タール）、平成28年2月
開設、富士フイルム

メディパス中央病院
（エルデネット）、平
成28年2月開設、メ
ディヴァ

オリンパスメコン外科ト
レーニングセンター（タ
イ）、平成28年5月開設
予定、オリンパス

日本式健診・検査セン
ター（カンボジア）、平
成28年7月開設予定、
結核予防会

カンボジア救命救急セ
ンター（カンボジア）、平
成28年開設予定、日揮、
産業革新機構、KMSI
（北原国際病院）

人間ドックセンター
（ベトナム、平成28年
10月開設予定、国際

医療福祉大、東芝メ
ディカルシステムズ

生活習慣病予防・治療センター
（仮称）（中国）、平成28年開設
予定、トリムメディカルHD

日本式医療拠点（政府支援に関わるもの） 平成28年３月現在
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○成長戦略の医療の国際展開に鑑み、「新興国を中心に日本の医療拠点について2020 年までに10 か所程度創設」「日本の医療技術・サービスが
獲得する海外市場規模を2030年までに５兆円」に資するもの
○中長期的に日本の医療機関・企業等が主体的に事業としておこなっていくことを想定しているもの

○日本の医療が国際展開をする足掛かりとなる拠点（病院に限らない）例：人材育成を行うトレーニングセンター等で、医療機器等の売上げ拡大につ
ながることを想定しているもの、介護施設等
○平成27年度末時点で開業しているもの（■・●）、平成28年度内での開業が確定しているもの（■・●）：合計19件



*「⾼齢者向け市場」＝ 「医療・医薬産業」＋「介護産業」＋「⽣活産業」
アジア諸国の高齢化率の推移と2035年の高齢者向け市場*の推計
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グラフ出所：「特定⾮営利活動法⼈アジアン・エイジング・ビジネスセンター」2011年10⽉3⽇

韓国 26.1% 36兆円

中国 20.3% 292兆円

合計 496兆円

⽇本 30.6%   105兆円

シンガポール

タイ 21.7% 17兆円

⾼齢者率 ⾼齢者向け市場

2035年の市場規模（予測）

25.5% 10兆円

9.4% 23兆円
10.7% 8兆円
7.1% 6兆円

インドネシア
マレイシア
フィリピン

アジア健康構想について

※上記数値はUnited Nations 
Department of Economic and
Social Affairs Population Division
World Population Prospects,
the 2015 Revisionより抜粋
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〇アジア地域：急速に高齢化が進む。しかし、高齢化社会に対応する社会制度・産業等がほとんど存在せず。

〇日本：高齢化に関わる社会制度・産業で先行。しかし、国内では、人材不足と保険財政の制約から
介護事業者等の収益向上が困難。

〇日本の事業者等の海外進出の支援を通じ、アジア地域に介護産業等を興すとともに、高齢化社会に対応
する社会制度の構築について支援・協力を行う。

〇その際、意欲のある人材が、先行する日本での教育・就労の後、アジア地域の介護産業等で就労する等、
人材の国際循環を目指すとともに、結果として日本の介護人材の充実も図る。

〇また、日本の事業者等の市場をアジアに拡大し、日本も高齢者関係産業の収益力を高める。

アジア健康構想について

１．平成２８年度
① 政府は健康・医療戦略推進本部の下に「アジア健康構想推進会議（局長級）」を設置（5月23日）。
② 自民党として「アジア健康構想」を提言（5月31日）。
③ 提言を踏まえ、健康・医療戦略推進本部において「アジア健康構想に向けた基本方針」を決定（7月下旬）。
④ 今夏以降、官民連携で「アジア健康構想協議会（仮）」を設け、介護事業者等の海外事業の安定、拡大等

を支援。

２．平成２９年度
日本が人材育成についてアジア地域での基軸となる方策を検討。

背 景

目 標

今後の進め方

アジア健康構想について
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海外展開の萌芽

第二段階

介護事業者

日 本 アジア地域

現 在

■人材の不足

■介護産業等が
存在せず

アジア地域

■急速な高齢化

第一段階（平成２８年度～）

アジア地域

事業の安定・拡大介護事業者等

就労・研修
現地人材

介護事業者

日本式医療

日本式介護事業

日本式介護事業

日本式生活産業

+

+
帰国後、経営参画等

日 本日 本

課題

○社会的介護サービスの認知度が低い
○日本的介護の意義や価値の共有が困難
○現地政府、企業等との繋がりが弱い
○事業資金や人材の不足 等

■事業者の収益
力弱

アジア健康構想協議会（仮）

〇日本式介護技術・サービス等の国際標準策定
〇現地の制度、文化に関する情報の共有
〇アジア地域内の官民ネットワーク構築
〇事業者間の連携、協力関係の円滑化 等

民間事業者等の協議体。アジア展開の
様々な課題に政府と連携して取組む

○制度、産業の
蓄積大

○日本の経験に
関心大

海
外
展
開
の
状
況

状
況
と
変
化

課
題
と
施
策

健康・医療戦略推進本部の下に
「アジア健康構想推進会議」を設置し、議論。

5/23

自民党 アジア健康構想 提言

健康・医療戦略推進本部において
「アジア健康構想に向けた基本方針」 決定

7月下旬 平成２９年初頭

アジア健康構想に関する
第二段とりまとめ（仮）

政府

◎介護産業等、
高齢化への対応
始まる

◎アジア地域での
事業の安定、収益
向上

◎自国で介護産業に就くことが可能に
なり、日本での学習、研修、就労が
キャリア形成の柱となる

◎外国人材の採用が
円滑化

◎関連医療、生活産業が興ることで
高齢化対応の経済・産業構造へ

第
三
段
階
へ

■人材の不足

5/31

進
め
方

政府間連携（政策対話）
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未来インテリジェント医療分科会（仮称）の位置付け（案）
－「超スマート医療の実現」 －

ICT応用システム ICT応用医療

ICT基盤の構築

ICT基盤

医療機器・機材

非
予
算

予
算

次世代医療ICT基盤協議会

革新的な変化をもたらす
ICT技術の応用

未来インテリジェント医療分科会

AMED 研究費

○現在、医療機器の開発に関して医療現場のニーズ抽出・検討や、中小企業支援などの施策の下、医療機器・機材の開発が推進されているところ。

○本分科会では医療ICTを利活用した医療機器・システムとそれを基盤とした超スマート医療の実現に取り組む。具体的には主に中堅・大企業の開発支

援としてのプロジェクト認定、開発された製品の日本・海外市場への浸透のための市場整備などを行う。

人工知能の
医療への応用
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〇国策に値する民間プロジェクトの支援
〇医療産業育成のための国産医療機器導入実情調査
○未来インテリジェント医療の国際展開支援

エビデンスベースド
メディスンの推進



１．平成27年度における取組

 医療・介護・健康分野のデジタル基盤の構築とその利活用により、医療の質・効率性や患者・国民の利便性の
向上、臨床研究等の研究開発、産業競争力の強化、社会保障のコストの効率化の実現を図るため、「次世代医
療ＩＣＴ基盤協議会」を開催。（第１回：４月２日、第２回：12月25日、第３回：３月30日の３回開催）

２．主要な成果

 平成28年３月の第３回「次世代医療ＩＣＴ基盤協議会」にて、厚生労働省が直接所管するもの及びナショナル
センターにおいて学会と協力して実施するもの等の様々な医療データベースについて、今後の第三者利用や
データ連携等の予定をとりまとめた「医療等分野データ利活用プログラム」を策定した。

 「代理機関（仮称）」に係る制度を検討するにあたり、有識者からの意見聴取、論点整理等を目的に、「次世
代医療ＩＣＴ基盤協議会」のもと、平成28年３月に「医療情報取扱制度調整ＷＧ」（以下、ＷＧ－Ｂ）を設け、
具体的検討を開始した。

 「次世代医療ＩＣＴ基盤協議会」の議論を踏まえつつ、大規模に医療等データを収集・利活用するための基盤
構築にかかる研究事業をＡＭＥＤにおいて実施した。

３．今後の取組方針

 ＷＧ－Ｂでの検討結果を踏まえ、平成29年中を目途に所要の法制上の措置を講じる。具体的な制度設計に当
たっては、医療情報の特性に配慮した情報の安全な取扱いや、患者等の関係者の十分な納得の得られるものと
なるよう、関係府省と一体となって検討を進める。

 情報通信技術や人工知能技術が医療分野、例えば医療機器・システム等に応用され、ロボット化・知能化され
た医療の実現に資する医療機器やシステムの開発及び国内・国外市場への浸透のための方策等を総合的に検討
することを目的に、「未来インテリジェント医療分科会（仮称）」を設置し、予算に限らず国として支援すべ
き研究開発を推進する。
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２． 次世代医療ICT

（４）世界最先端の医療の実現のための医療・介護・健康に関するデジタル化・ICT化に関する施策
１）医療・介護・健康分野のデジタル基盤の構築
３)医療・介護・健康分野の現場の高度なデジタル化

４)医療情報・個人情報の利活用に関する制度

健康・医療戦略における医療の国際展開及び医療ICTに係る主な取組



医療情報 医療情報
２０１５ ～２０２０ ～２０２５

医療情報

コンピュータによる
情報処理が可能な
標準化されたデジ
タルデータ

＋検査結果、服薬等のアウトカムデータ

＋手術成績等のアウトカムデータ

＋生活環境におけるバイタルデータ

＋母子健康手帳、死亡診断書等のデータ

等

診療行為の実施情
報（インプット）のみ

診療報酬明細書情報
（レセプトデータ）

レセプトデータ

＋検査結果等のアウトカムデータ

レセプトデータ

○医療分野の高度化と効率化の両立による社会保障給付費の適正化は喫緊の課題。同時に世界最先端の臨床研究基盤を構築し、新しい
医療技術・医薬品等を国内外の市場に展開する成長戦略的視点も重要。これらの両立には、臨床現場の徹底的かつ戦略的なデジタル化と
ともに、生成デジタルデータの戦略的利活用が不可欠。

○現在、全国規模で利活用が可能な標準化されたデジタルデータは、診療行為の実施情報（インプット）である診療報酬明細書（レセプト）
データが基本。診療行為の実施結果（アウトカム）に関する標準化されたデジタルデータを利活用することは、世界的にも重要な課題。（アウ
トカム＝検査結果、服薬情報等）

問
題
意
識

①【医療ＩＣＴ基盤の構築】 アウトカムを含む標準化されたデジタルデータ（以下データ）の収集と利活用を円滑に行う全国規模の仕組みの構築。目
的②【次世代医療ＩＣＴ化推進】 臨床におけるＩＣＴの徹底的な適用による高度で効率的な次世代医療の実現と国際標準の獲得。

○世界最先端の医療行政・医療サービスの実現。医療の状況の正確で精密な把握や遠隔医療による医療資源の偏在の克服等。
○世界最先端の臨床研究基盤の実現。（独）日本医療研究開発機構と車の両輪で新しい医療技術・医薬品・医療機器の開発が加速。
【医療行政・医療サービス】■医療資源の偏在（時間・距離）を克服した全国均一の高度で質の高い診療の実現

■科学的な根拠に基づく最適な治療の保険収載
■疾病の発生に即応した先制的な行政

【臨床研究／コホート研究】■医薬品、再生医療 等、医療技術の開発促進（臨床研究の設計・実施の精密化、大規模化効率化、信頼性向上）
■効果的な治療方法の発見や科学的選定。個別化医療の実現。科学的根拠のあるヘルスケアサービスの振興

【新技術／新産業創出】 ■個人のヘルスケアデータを管理・運営するサービス等の新産業創出／新しい医療技術や科学的発見

効

果

臨床現場におけるＩＣＴの徹底的な適用

目
的
①

目
的
②

次世代医療ＩＣＴ基盤協議会 （医療≒医療・介護・健康）
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